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宮崎市地域コミュニティ活動交付金活用事業

※雨天時は屋内イベントのみ実施します !

■赤江わくわく防災体験フェスタ2025（イベント詳細）

No イベント名称

段ボールベット・
避難所体験

自衛隊の災害救助活動
展示

防災グッズ・火災警報器
などの展示

防災食体験（蒸しパン）

農産物とパンの販売

煙ハウス（雨天中止）

水消火器体験

起震車（雨天中止）

防災講座 体育館

体育館

体育館

体育館

調理室

学習室

駐車場

駐車場

駐車場

ロビー

①10：00～10：50
②11：00～11：50

①10：00～10：50
②11：00～11：50

9：30～12：00

9：30～12：00

9：30～12：00

9：30～12：00

9：30～12：00

9：30～12：00

9：30～12：00

9：30～12：00

受付9：30～10：00
先着50名/1回

受付9：30～10：00
先着25名/1回

受付9：30～随時
先着10名・個別に入替制

自由体験

自由閲覧

自由参加

先着順に体験

先着順に体験

先着順に体験

自由閲覧

○A

○C

○D

○E

○-○B 1

○-○B 2

○-○B 3

○-○F 1

○-○F 2

○-○F 3

場所 開催時間 定員

赤江地域まちづくり推進委員会問い合わせ先

参加
無料

10月12日（日）令和7年

【時　間】
【会　場】

9：30～12：00
赤江東地区交流センター（恒久6丁目11-4）

姥ヶ島
街区公園

【駐輪場】
環境科学協会駐輪場

株式会社
臨床宮崎

一
ツ
葉
有
料
道
路

宮崎県
環境科学協会

西
田
橋八重川

自転車などの
駐輪場

【イベント会場】
赤江東地区交流センター

屋内イベント会場
屋外イベント会場

当日は赤江東地区交流センターの駐車場は使えま
せん。車でお越しの場合は、係員が誘導いたします。

イベント体験後にアンケート
に答えると、保存食や保存水
などをプレゼント!※数に限
りがございます。（イラストは
イメージです。

「災害に備えた食品ストックガイド」や「防災ハンド
ブック」も無料配布いたします!

会場・駐車場の案内

プレゼント

無料配布

  参加者募
集

広場

受
付
・
案
内

入口

道路

道路

入口

○-○水消火器体験

F
2

○-○煙ハウス体験（雨天中止）

F 1
○-○起震車体験

（雨天中止）

F
3

○-○
防災グッズ展示

B 3

○-○
自衛隊
B 2○-○

避難所体験
B 1

○
防災講座

A○防
災
食体

験
（
蒸
し
パ
ン
）

C

○防
災
ア
プ
リ

体
験

「
Hazardon

（ハザ
ードン）」

D

○
パ
ン

E

○
農
産
物

E

遊戯室

事務室

トイレ

図書室

和室
救護室

入口

入
口

受付

受付

受
付

受
付

防災アプリの体験
「Hazardon（ハザードン）」

おもいやり駐車場

赤江わくわく防災体験フェスタ2025（イベント詳細）

・・・・・・・・・
・・・・・
・・・・
・・・・
・・・・・・・・・



あかえ寺子屋事業

【出演者】
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音楽と茶の湯 弦楽アンサンブルと茶の湯 参加
無料

参加
無料

11月8日（土）令和7年

12月13日（土）令和7年

【時　間】
【会　場】
【定　員】
【内　容】

【会　　場】
【持 参 品】
【管理期間】

【内　　容】

●第1部 8時集合（1時間程度）
●第2部 9時集合（1時間程度）
※時間を記入した案内文を送付します。

9：45～11：40
宝泉寺
50名（応募者多数の場合は抽選となります）

西田橋
軍手、移植ごて、飲み物

  参加者募
集

弦楽アンサンブルのコンサートです。心地よい響
きを耳にしたあとはお抹茶がふるまわれます。
子供から大人まで和と洋のコラボを楽しみませ
んか。

植栽後～花壇の草取り、水やり
（8時～9時）令和8年1月～4月（月1回 土曜日）

赤江地域にかかる「西田橋」をみんなで花い
っぱいにしませんか？地元の方々と一緒に西
田橋の花壇に植栽・手入れのお手伝いを募集
しています。学生の方はボランティア手帳を
発行しています。

申し込み方法

事前申込みが必要です!
①応募多数の場合は抽選になります。
②小学生以下の方は保護者同伴でお申込みくだ
　さい。
③はがき・FAX・メールでお申込みの方は名前、年齢、住所、
　連絡先を記載の上お申込みください。
④申込み専用フォームにて応募してください。

申込み専用
フ ォ ー ム

10月24日（金）必着申込締切

申し込み方法

事前申込みが必要です!
①はがき・FAX・メールでお申込みの方は名前、
　住所、連絡先、年齢を記載の上お申込みくだ
　さい。
②申込み専用フォームにて応募してください。

申込み専用
フ ォ ー ム

11月26日（水）必着申込締切

　1983年東京音楽大学卒業。チェ
ロを三木敬之、苅田雅治の各氏に
師事する。卒業後は東京シティフ
ィル、帰宮後は九州交響楽団等
の客員、ソロ、室内楽奏者のほ
か指揮者としても活動。現
在、平成音楽大学講師、宮

崎学園高校非常勤講師、宮崎ジュニアオーケスト
ラ音楽監督、（公社）日本アマチュアオーケストラ
連盟理事、JAO青少年オーケストラ委員長、みや
ざきチェロ協会会長。

土田　浩さん（チェロ） お茶の講話：小牧　宗芳さん

呈　　　茶：宮崎公立大学茶道部の
皆さん

花でつなごう西田橋 ボランティア募集
  参加者募

集

茶道裏千家教授
茶道歴　50年
宮崎公立大学茶道部指導講師

チェロ演奏：土田　浩さん 他



カレンダーを作ろう事業

カレンダー写真募集『残したい赤江の風景』
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10月6日（月）
令和7年

【応募資格】
【応募点数】
【応募方法】

【応募締切】

赤江が好きな方ならどなたでもOK!
お一人様5点まで

【応 募 先】赤江まちづくり推進委員会
住所：大字田吉5730-3　TEL：51-5122

※プリント写真の方は、郵送又は事務局までご持参ください

みんなが残したい
赤江の宝もの
（景色・人・生活の営み・行事など）

テ
ー
マ

必着!

採用された方には、11月中旬ごろに事務局より連絡いたします

　今年もカレンダー写真を募集します！赤江の素晴らしい風景や人、生活の営

み、行事など皆さんが感じた赤江の写真をご応募ください。採用された方には

賞品をご用意いたします。赤江地域以外の皆さんからのご応募もOKですので、

この機会にぜひ赤江に足を運んでみてはいかがでしょうか。たくさんのご応募

お待ちしております！

※対象者は、各小学校5・6年生の皆さんです。詳細は各学校を通してご案内します。

11月15日（土）　宮崎市立 恒久小学校
12月  6日（土）　宮崎市立 宮崎南小学校
12月20日（土）　宮崎市立 赤江小学校

【協力】宮崎大学気球部　【協賛】株式会社ガスパル九州

●気球が想像以上に飛んで楽しく、びっくりしました。近くでやっていたらまた来たいです。

●普段は見ることが出来ない景色ですごかった。

●めちゃめちゃ楽しかったです。もう少しだけ高く長く飛びたかった。来年も絶対参加します。

●防災クイズもあって良かったし、楽しかったです。気球からの景色がとってもきれいでした。

●防災クイズなどでガスや地震のことを学べて良かったです。

●ガスについて興味がわいた。

●焼芋がもらえてうれしかった。

●家は見えなかったけど、イオンなどが見れて楽しかったです。来年も、また来たいです。

「熱気球から地域を眺めよう事業」を実施します!

昨年の参加者の感想

下記の二次元コードより写真の①氏名 ②住所 ③電話
番号 ④タイトル ⑤撮影場所を記入のうえ、画像デー
タを添付し送信ください。又、下記E-mailからも応募
できます。（※持参も可能です）

E-mail:akae5730@miyazaki-catv.ne.jp 
2026

カレンダー写真
応募フォーム



自分の住むまちだから「お互い様!」の感覚で支えあうまちづくりを!
「助けられたり助けたり」支えあいの精神で活動する有償のボランティア活動です

日常生活に手助けを必要とする
高齢者や障がい者、産前産後の方など

※社協職員立ち会いのもと両者の引き合わせを行い、サービス内容等の確認後、活動に入って頂くので安心です!!
※月末に活動報告書を作成・提出して頂き、翌月の報酬費支給となります。

ふれあいハートサービス協力会員
（ボランティアさん）募集

宮崎市社会福祉協議会の住民参加型在宅福祉サービス

活動先

活動報酬

資格等は必要ありません。皆様のお気持ちを活動に活かしませんか？まずは、下記の連絡先までお問い合わせください!

宮崎市社会福祉協議会 ふれあいハートサービス TEL：0985-52-5131

お申込み・手続き

生活援助サービスの場合 ●30分：325円 ●1時間：650円 軽介助サービスの場合 ●1時間：900円

●清掃　●調理　●洗濯　●ゴミ出し

●布団干し　●衣替え　●草とり

●話し相手　●読み書きの手伝い

●その他（協力会員で対応できること）

生活援助

●通院　●散歩

●買い物（代行で対応する場合あり）

●地域行事などの社会参加への同行

●その他（協力会員で対応できること）

軽介助
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福祉部会の活動スタート

　令和4年から6年まで赤江地域自治区地域協議会で赤
江の課題として協議された「高齢者の生活支援」につい
て、地域協議会から「まち推」に引き継がれたことを踏ま
え、幅広い取組みを進めるために、今年度から「福祉部
会」が発足しました。
　今年度は来年度からの事業実施に向けての準備期間
となります。5月の第1回部会では早速新メンバー（15名）
が集まり、自己紹介や自由な意見交換を行いました。現
在すでに地域の福祉に貢献しているベテランメンバーも
多く、今後具体的に話し合いを進め、来年度は楽しく親し
みやすい事業を展開できることと思います。福祉につい
てのアイディアやご意見ありましたら、ぜひ福祉部会まで
お寄せください。どうぞよろしくお願いします。



©gouhara

　年を重ねるごとに時が過ぎるのがますます早く感じるようになり、

今年も気づいたら3分の2が過ぎていて焦りを隠せません。あっ！！！と

いう間に赤江ふるさとフェスタの当日やカレンダー発行を迎えそうな

勢いです(̂ _ ;̂)赤江には魅力的な場所がたくさんあるってみんなに伝

えなきゃ！精進します。　　                          （広報部会・黒木賢愛）

■編集後記 赤江地域まちづくり推進委員会 広報紙「人♡夢♡あかえ」46号
2025年9月1日発行／広報部会編集制作
〇広報紙「人♡夢♡あかえ」は赤江地域の自治会のご協力により皆さんに
お届けしています。次号47号は3月発行予定。

自治会に加入しましょう

まちづくり会員募集中!!
あなたの趣味や特技が活かせるかもしれ
ません。興味のある方は、赤江まちづくり事
務局までお気軽にご連絡ください。

環境部会：松本 光子さん
つなごう部会：篠原 貞子さん
福祉部会：岩切 芳廣さん・岡田 栄子さん・谷口 清子さん・
              福井 郁子さん・岡山 由利子さん・村山 慎弥さん・
              黒木 宜彦さん
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赤江地域まちづくり推進委員会事務局
（赤江地域センター内） 電話0985-51-5122
メールアドレスakae5730@miyazaki-catv.ne.jp

赤江のボランティア 押川重則さん（86歳）②

　まちづくり推進委員会の活動はボランティア活動です。自発的に、助け合う地域づくりに無償で自分の時間と労力を提
供する人がボランティア。赤江で長く、さまざまなボランティア活動を続けている押川さんをご紹介します。

　6月21日（土）、梅雨の晴れ間に開

催された「南っ子放課後子ども教

室」。赤江地区交流センターで子ど

もたちと遊んでいるのは10人弱の

ボランティアメンバー。

　扇風機の前でボランティアさんと

おしゃべりをしている子どもたちも

いて、緩やかでゆったりとした時間。子どもたちは友達とお

しゃべりや卓球をしたり、のびのびと過ごしている。押川さん

は、小学生男子が全力でスマッシュしてきたシャトルを、相手が

打ちやすいところに軽やかに打ち返している。西都市生まれ、

宮崎市に住んで70年。押川さんは86歳の現役ボランティアだ。

●いつ頃からボランティアをされているのですか。

　ずっといろんな手伝いをやってきたけど、20代の頃

「わたぼうし会」が風船バレー大会をやることになって、

自然に手伝うことになって・・。それが、僕のボランティア

のきっかけかな。

　八重川の草刈り、赤江未来の会会長として山崎川の草刈

りや、時間が空いたら「みんなの農園」の畑仕事に精を出す。

採れた野菜は子ども食堂にも使ってもらっている。

　2023年4月30日

（日）、宮崎市民文化ホー

ルで「宮崎ジャズデイ」

が開催された。オープニ

ングで押川さんと響座

の岩切響一さん、コン

サートのメインゲスト

山下洋輔さんがステー

ジに立った。トップバッ

ターの押川さんが歌う日向木挽唄が会場に響き渡る。オープ

ニングにふさわしい朗 と々した声だ。

●ジャズピアニスト山下洋輔さんとの競演は緊張しませんでし

たか。

　もともとあんまり緊張はせんのよ。響座の岩切響一さ

んも「押川さんは度胸があるわ」って（笑）。本番は「よし、

やるか」って感じやったね。

●赤江まちづくり推進委員会に福祉部会が立ち上がりました。

　ごみ出しとか草刈り、庭木の剪定、身の回りのことに

困っている高齢者も多いと思うんよね。

●サービスを受けたい人とサービスを提供したい人を結びつけ

るような仕組みが赤江にできるといいですね。でも一層忙し

くなりそうですね。

　もともと僕はそんなことがしたかったんよね。動いてな

いと駄目なんよ。大変だけど、それをやるからつながって

いくって思うよ。僕が元気なのは、みんなが頼みごとを

持ってきてくれるからよ。だからみんなのおかげ。

　押川さんのボランティアに対する姿勢が垣間見えたお話

でした。

バドミントン風景

「宮崎ジャズデイ」の押川さん（右下）と山下
洋輔さん。押川さんの歌は11月30日「赤江
ふるさとフェスタ」にも登場予定。

新部会
委　員
紹　介

＊押川さんが所属する活動：
赤江地域まちづくり推進委員会（環境部会・みんなの部会・福祉部会）、
赤江未来の会（会長）、赤江地区青少年育成協議会、八重川を守る会、
南っ子放課後子ども教室（コーディネーター）など


